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論文内容の要旨

(目的)

本邦における裸眼視力1. 0 未満の学童の比率は，イギリスなどの欧米諸国と比較しでもかなり高く，

視力異常は学校保健上，重要な問題のーっとなっている。

と乙ろが従来からなされてきた学校現場における近視調査の多くは裸眼視力を判定基準とするものが

多く，低学年にあっては遠視児童をも近視として扱っている場合が少なくない。またものを見るという

働きは，単に眼の機械的な機能によるだけでなく、 「認識J という高次の中枢機能との協同作業である

にもかかわらず、近視をはじめとする視力異常に関しては，心理的因子との関連性を疫学的に分析した

研究はほとんどない口

そ乙で本研究では，最近国内で開発されたオートレフラクター(自動屈折検査器)を用いて学童の眼

屈折度に関する集団検診を行ない，近視のみでなく，正視・遠視をも含めた屈折状態と，心理的因子と

しての性格との関連性について明らかにする乙とを目的とした。

(対象ならびに方法)

大阪市内にある小学校 4 校の 4 年生を対象とし，昭和57年度および58年度の両年にわたり，計 1134 人

(男 574人:女 560人)について調査・分析を行なった。屈折度の測定にはその中の1109人に対し，オート

レフラクター (Canon AUTO REF R-1 )による他覚的自動屈折検査を実施した。視力異常の分類

法としては，次の 2 点を考慮した。 1) 性格との関連性を検討する上で従来の片眼別分類では不適切で

ある乙とから，両眼を併せて判定する個人別分類を行なった。 2) 屈折度以外に裸眼視力の結果を併用

する乙とで，眼心身症や屈折度だけからは正常として取り扱われる恐れのある種々の眼疾患が正視群の
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中に浪人される乙とを除いた。以上の 1) と 2) より全児童を①近視群(両眼ともー 0.5 D以上かっ裸眼

視力 0.5 以下: 49人)②正視群(両眼とも土 0.5 D以内かっ裸眼視力1. 0 以上: 462人)③遠視群(両眼

とも+ 0.5 D以上: 164人)および④その他(左右で判定の異なる場合など: 434人)の計4群に分類した。

さらに性格特性を数量化する目的で，全児童に対して矢田部ーギルフォード性格検査 (Y-Gテスト)

を実施した。

(成績)

1) 児童を対象に実施した屈折集団検診の結果，裸眼視力 0.3 以下においても，遠視眼(+ 0.5 D以上)

の占める比率は 22.3% と高率に認められた。

2) Y-Gテスト 12因子の平均点から，男女とも近視群では他の 3 群(正視群・遠視群・その他の群)

に比べて，情緒不安定および社会的不適応に関する D (抑響性) ・ C (回帰性傾向) ・ 1 (劣等感)

・ N (神経質) ・ o (主観的)・ Co (非協調的)の各因子における得点が低い傾向にあった。乙れら

のうち分散分析により有意差の認められた因子は，男子の場合， D ・ C ・ I の 3 因子，また女子では，

C ・ I ・ N ・ 0 の 4 因子であった。

3) 広い意味で情緒安定・不安定の指標となる D ・ C ・ I ・ N ・ 0 の 5 因子の合計得点を比較すると，男

女とも近視群では他の 3 群よりも有意に低値を示すことが，分散分析により男子 (p< 0.01) ，女子
(p く 0.05 )の危険率で認められた。

4) Y-Gプロフィーノレ 5 類型の比率から，男女とも近視群では他の 3 群に比べて， C類型(情緒安定

消極型)およびD類型(情緒安定積極型)の占める比率が有意に高く(が検定: P< 0.05) ，両方を

合わせて男子では 60.0%，女子では 55.1%であった。逆に B類型(情緒不安定積極型) および E 類型

(情緒不安定消極型)の比率は低く，両方を合わせた比率では男子20.0%，女子 37.9 %であった。

(総括)

1)自動屈折検査の結果から，裸眼視力のみに基づく生活指導では，遠視の学童をも近視の学童と同一

視してしまう危険性があり 屈折状態の明確な把握が必要と思われる。

2) Y-Gテスト 12因子の検討から，近視の学童は他の学童と比較して，情緒安定性および社会適応性

がより高い傾向にあることが認められた。またY-Gプロフィール 5 類型の比較からも，近視群では

情緒安定型に属する C類型およびD類型の占める比率の高いことが認められた。以上の結果から，近

視の学童は「長時間の近業lζ，より適応したパーソナリティ」を有している者の多いことが明らかに

された。

論文の審査結果の要旨

本論文は学童の近視について，これまで検討がほとんどなされていなかった性格因子との関連性を明

らかにせんとしたものである。そのため小学 4 年生児童を対象に 自動屈折検査器を用いた集団検診を

行ない，その結果に従い，学童を近視群・正視群・遠視群およびその他の合計 4 群に分類し， Y-G テ
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ストを用いて各群における性格特性の相違を検討した。その結果，近視群では他の 3 群と比較して，づ情

緒安定性ならびに社会適応性がより高い傾向にある乙とを統計的に明らかにした。

以上の成績は，近視の成因に関して新しい重要な知見を加えたものであり 医学博士の学位を授与す

るに値するものと認める。
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